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21 PyrBthin8および Allethrins粉剤における敷種祥辛の教具について 殺虫剤

の生物試験にかんTる研究 一部 9朝 長沢純か 百村昭(東都大学･･11ヒ糊 究Brr代h:･研究班)
28.7.27受理

丁. 緒 言

院紫と同様,殺虫剤の分野においでも,いくつかの

非物を況用することによって.1挺折的のFl杓をすくな

くし.よE)速WJ!なる耶除予防の効召抱 えようとするこ･

とは,すでにはやくからおこなわれてきたが,近年,

そオ伯 仙 よさ拝どm址をもたないものであE)ながら .

rこれを仰 りすることによって,.洗剤の効力を相当担旺

uJ,'長する性門をもった鞍物の利用がさかんになってき

た｡Lこ.うした安物の併用は,理宗論応用両所におし.'てき

わめて興味ある閃迅であるが,同時にその作用程蛇を

みきわめる1-T･･段の究明はこれにともなってまた必要で

ある｡今阿,pyrethrinsおよびa】letllrins粉剤にた

いしてそうした性Tlを前するいくつかの異物の作川群

.皮を,抱粉降下装荘法によt)宍験究明したが.本文に

おいてはこのjJ-1Zhのこの分野における利用Gmtiをその

注謎として,､これらの実験結-Hiをのべることとする｡

本文にはいもにさきだち,供託毘rlミの飼育と数値の

計37:に尽-)Jせられた柴叫砂田子軌 こあっ(謝意を来し

･たいoなお研究粒の-部は昭和27,'F･托文部省科学研究

訴する次節である｡

1, IT.実 験 材料

(I)･供託煎剤 -この宍験にもちいた pyrethrjns

は, 新帝_Tii淡 く10'によって定立 された 1.,-'.5',0.'の

exT'Sで,allethiins･は polarograpA法 (5,~によって

泣虫された 90.6,00'の工業封晶である｡またこれに俳

mした MGK-264,㌢prOpyl-isome,IpJ'peronyl

qclon-en,sulfoxide および piperonylllutoxidc

の5茶剤は'すべて市販皐で'とれらの有する物封 ヒ

学的謂性質の詳細は不 明であるo粉剤の調和 ま

WllittLtkcT,Clュrk良Daniels,In°.,U.S.A.の

割晶セおる Norticarolim 産め #29pyrophyllite

を粒体として,7)enzolを群雄とする満解混合法(CJに

ようて;前者は主剤 1%,i)的撰 剤 10% の,後者は女

剤0.05%,併月牒 剤0.5,0.'の粉剤とした｡なお騨用粉剤

としておなじ方法により.pyretI汀ins1%.allethrir】s

o.105% および他の肘 口苅刑は一様に 10,0.,の粉剤を調

劉してもちいた.

(2) 供試昆虫 記別冊 肘 7'によって幼虫期を申

育 し,小毅粉の掛をあたえでその成火脚を内苑した々

エJくェ Mus?adomesE･-,aL･の羽化後471'_Fi5日Fl

の桐休部で,Ere･者がまえまえからもちいている高柳系

と称しえられも1罪総である｡

)Tl: 共有憎 田と･方法 .

,穴疲動乱 ガ抜ともに従斗･親 心の批粉降下装荘法(4)

に準押し,ゴミ剤だけのInJLJ粉剤の効力に比較しながら,

iJ帥~J粉剤の効力をもとめていく方法をとった｡

IV.･東 放 碍 黒

布粉剤のイエバェの成虫を落下仰可をせしめる効力を

処理時間 T と致落下仰現収数率Iyh･の関係にしてし

めナと･一節ユ,2表のごとくであ'る｡串お併用薬剤だけ

をもって調製した粉剤芋は,所定の失脚 与間中にはまし

) Tablel･ TimeT(min･)-percentknock､dotynŶ･ofa'7ult.{ofthecommonll｡11,COY,
MI′SCadomestl'caL.,for0.1% pyrcthrinspoIVdcr.ln(Ith.ltPllJStentl'mc.iofamount.i

､ofseycrala(ljuvants･ /
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M tLSCado"testicaI･･･forO･0百% allethrlnSPO､rderand thatplustentlmeP10-flan"unts
-Jfscyemladjuvants.
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+Sulfl)Xid(≡ --fJ8 -I ?.18岳b..41qG.73･60.2077.5i-)sU.畠oLI4.90!)8__98loo.do - -

＼ったく落下仰転する個体をみとめることはできなか っ

たoこれは195217･'･10)uOE1と23仁=こおこなった災験の

結果であろ0 ...

ところで今日.ひろくいわれている synergism協,I-))

作JfJ･糊料乍州という冨Zltiにたいする碇封土,準ミ広･:'3)

-もしれ 七いるよ′う事ここれを偶々にも ちいたすときのノー
'被験生物体がしめす圧応率の総計よt),･併JHしたとき

反応率の方が大きいという結Hlの亘られる芯物の述合
I_作用を放帝にはさすべきであろうO

-したA';つT.synbrgist･協-)J外 相釆剤という言出

は,それぞれを月鳩目こももいた場合,'多少とも被戯生

-物体をしてIj的とする刺扱反舶 旗 を発現BlLJbbる-JJ
を旦っているものでなければならないbJそうでなけれ ･

ば'あらゆる郁放物iHlfの連合作川の結刀壬が殺虫剤の和
動蛇となって昆虫休に仰 け るのであるから,∴どの程

･蛇のものま7:tiをsyperkistとよぷべきであるかが刷越

になって.くるoCox(1'Lはそれr]休日的とする刺蛾反応

現攻を発現せしめるカをもたない薫物を除外して,と/

くにこれらをactiyator怨効剤とよんで,いるが,これ

は :syncrgistと?区別はついても,/さらに他にもち
いられている祁助剤といかなる臥せ卯において虚別する

べきであるかがL･'LJ也と亘ってくる.ブ‡とえはhpntonit;

を払作としたPDT粉剤は,拙韻土を担体としたそれ

II壬くらべて,イ･エバェを紡下仰転せtめる効力はl羊る

-かにおとらているp-それV3,Jぇ珪諜土の併用によって=若

干なりともその効力はたかめえられよう｡しかしこの
IZI-

場合われわれは珪諸士に叫 ､してはたして activator:

の冒雛をあたi･てよいかどうかにまようであろう｡と

/

うL,i=ことを考えれば,′わわ )九はさらに多くの言渋

＼をもうけてこうした⊥速の薬物祁此物質を分校軍表す

- る必智があるであろうよしかしそれほど放群が区別が-

必顎でないが大凡の意味をとって,それEl休あき.らが

106 ･'

ー ヽ
に qetivLitor と区別しえられる一ものでも:3て,,′.:7･･.剤
､平石性をとくに顕著に窮効せLやる薬物をお まゝかに

I

syヮergistと-よんでおくのが適当であろう｡この･T:I(択
難の部門において..一薬剤の効力を助長する忠妹で,､

adjllYant祁薬という富農をもちtJているが,これをlヨl

そ?まま殺虫剤の分野にもつ,{くることもできよう｡

如実 l(e;r(-",iPerryandHoski-zis.9)などはすでに/ I
この冒非をもちいておE),雑著が欝泡にこ示 獄 をも

ちいたのも以上の概念にしたがった結光からである｡̀ -し∴
と羊7/C･pipcro.nylI,utoxide をはじめ,珊者が今 一 l

EHjもちいた併川薬剤は,すべてこれをTI-F,Jhl/% 乳剤な

どにして助狐にもちllIたとき.紘,相当の柿韻i-rIi淡にお.

いてもそれ臼休昆虫に叫 ､してかなl)?'Ellu=性を発押し,'

＼

今日一組 こもひろ_くISymCrgist としてとりあっかわ JL

れ7:いるように_,あきらかた上にのべたt肘J剤の抑 3 '､

に尻している染物である1.しかし粉剤としてhiJりした_ I

ときはさきにもFEtl冨したがその効力はみとゆるごとが ･

できない｡それ故'こうした薬物は佐川形態の棚払

似 .目出度の範囲,使用の対敏となる昆虫の相違乃:j三は

fl的とする刺蛾反埠現象の技階なぞによってtoカcLlnt,′
si;nerqistからadjuvant,ae.tivatorとLLでの捌きに

も移行することをしらなければならない｡

丁方生物試験諭の見地からい㌻と,この班業物の-1J'

t

ノ

i ∫

∵ _IT_-lI:': -A:三 =--,':t=-F-_:::I:-:--I--ll-I:,:--::::-; I

/

うした薬物自作の:i謹力を0)ごおさえておいて,仰 りし

た場タの和動程度を比較した方が訊 u:きわめて簡単,.
であるoすなわち･activまtor-とr.しての齢 をなす状 ヽ :

執 こおt､て試験をおこなうのが1.rl策である｡俳川錠剤 -

の志カが発H.:される場合の join t,actio,nの程比を分

析する羊とは,以前その1例をo'べたが5̀'､きわめて

好繰延で･●にわかには_synergist としての仙帖をきめ

かねる場合が多い.i-の志経た盃1､て,i)的僕剤だけ
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の粉剤において,まったくその効リ王のあらわれてこな

い1l'R粉降ド̀弘m淡の利川肌〝は とくに scrぐeningtc-? I

に おいて火きいものと考えられZJ.
つぎにこれらいくつかP a｡juv̀lntを粉剤として

もちいたときの pyrL･tl-rJ'nSおよび ;lllL･ll､r王nりこた

いする adjuvantclrrL･,Ct抑炎劫火を3T･'Jだ比較してみよ

う｡その=T･･段として, まづ l川ssの probit法によ

っで孤1･,2式の結果を盤理すると,約13表のような数

伯をえる｡ここでしめtlた記号はすべていままでの邦
､･l

fl-･のそれとやなじであるO_また2部分にわかれた回層

線については-probit5の点のもとやら一れるたかい致

落下仰転出政利 こわたる回府税のそtLをえらんで計算

ししめした｡なお茄1,2凹はこれらの関係を図宗した
/

ものである｡

郡1,･_,図に'みるようにpyrL,thrjnsおよびallethrins

lliJ.)粉剤がしめす阿捕税の帆 まきわめでゆるやかであ

るが,Of･･JH粉剤のそれは急である○すなわち a(1)･u､,･1ムー

の併川によt)致肪下仰怯土lミ数;lt･1が-椛によくなってい

･Table3. Charac.teTistics･)ftime-knockdo､､,nregressionisodose占LOfadultsofthe

C.崇 vT.ocn,.:n?lutsIだ[･,l芸:1;SeCna.idmo'e':e霊caamLiu･ntfsobrfOs･elv'eQ',.ll'ya:;･tuh:alnnts.?nd.0･05% alletltrin?

Chemical
m.iteri;ll

】くegression
FOe坑cient

be I

､Standard
deYi;ltion
/Ore

Logmedian
knockdowntime
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Fig.I2･JTime-knockldotynr9greSSionisodoses

ー Of.TldultsofthecommonhouseayIMuscadomesLica
L..for0.05%allethrinspowderJand-thatplus
tentimesofamountsofseveraladjuvanls.From
uptobottom:+ sulLoxide,+n-propyトisorhe,
+ piperonylbutoxide,+piperonylcyclonene,十
MGK-264,allethrinsOnly.

ることをまづ指摘することができよう｡そしてそれぞ

･ れの adjuvantの仰 J様式はすべておなじ向向をし＼

ーr 芸よ･漂 票 慧 誌 等警 ;7.誌 諾 喜芸歪芸,

中央致落下仰転相榊こもとづし_.て算延してみよう｡す

なわち,d･:剤単川の粉剤にたいする併用粉剤の相対数

ーである｡7J陳 効果のllUi位は pyrefhrins においては

1｢piper?nylbutoxidcが一番で･sulfoxideがこれに

.7J.allcthrjnsに,おいては sulfoxide.が一両よく,

ATGK-26劫;もっともかんはしくない.敏 Piperonyl

l'U.toxiJcが pyrethri品 にたいし-C-いちぢるしい祁

= 凝劫火を才すすることがいわれているが,致落下仰転の

避退を抑菜効果判畠の指聖としても同 じような結光を

Lめている.以上,その程皮にはかなE)の差がみられ
-/

るが,t.tづれも ,adjuvan卜 としての効風 土みとめら

れ,粉剤の形掛 こ率いてもとうした集物の利川は布益

であると決諭される.しかし,どのよ玩 比率に串け

るOr･JLlが碇苗の抑助効果をあ●げうるかは,今後の研究

にキたなければならない問題である｡

'Table4. Rclatit･6'adjuvante応ct--ofseveral

adjuvilntSLoTPyTt,tl]rinsandallethrinscomputed-
basedonthemedianknocLrdolVntimeoftAble3･,

ChemiCal matとrial Ip_yremi in占IAllethrins

ノ
ⅤⅠ.摘 要

粉剤としてもちいたときの pyrethrins および

10S i

･卜

l

l lI

l f

l ＼
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alletilfinsにたいする MGK-264,n-propyl-is叩 C,

piperonylcycloりenC,Sulfoxideおよび pipcroT!yl

but?光ide5.物 の祁薬効果を,雑粉降下取乱こよっ

て宍験比較策定 した.,その結果は甜4-31にしめすごと

くであるが,補助菜物自体の毒力を0におさえておい

ーてこれを併用 した場合に発現される開発効果の粒腔を

見きわめ･それによってお むゝね祈劾価値を判EBしう

る撤粉降下装在の利用は,~とくに scrceningtcstに

おいてきわめて位利なものとかんがえ以 Lる｡
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Inthispaper,thewriterdescribed､thcresult

ofan eJ【perimentWhich Was/carried outto

chemicalmaterialsiMGK126も p･propyl-isotTlC,
piperonylcyclonene,-sulfoxidea.nd pipcronyl

hutoxide,forltheknockdo､vneffectofpyrcthrins

andallethrinspowderto'tdLiltsoY-thecommon

honsenylMILSCldomesticaL Iusingthesettling

dustapparatus.TheadjuvanteLrectstopyTe-

t

thrinSよnd allethrinspowderwerFrecognizcd･

clearlyinallchemical甲eterials,andthe●mtc

ofillCSCeffectaresholVn in table4.lllC uSti,

ofthesettlingdustapparatusisLveryconvc11i-

･ent for'kn'ow therateof,adjui,antcfrectof

variouschemicalnlaterialsasthe10xicityof

polVderofadjuvantonly isnotrcvcalcdistclf

mostly.
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